
 平成２６年度 ＫＢＩＣシンポジウム 

 
 
 
 
３Ｄプリンターが様々な場面で注目される状況、横浜国立大学では、「超高精

度・高速造形プラットフォームの構築、オープンイノベーションによる装置開

発・高付加価値製品の創出」の研究を進めています。このような研究に象徴さ

れる「ものづくり」の変化の中で、川崎のものづくりを支える企業が、それぞ

れの現在の取組みと未来への方向を熱く語ります。 

 
■日 時  平成２７年２月２４日(火) 午後２時～４時 
      （シンポジウム終了後に交流会を設定しています） 
■会 場  かわさき新産業創造センター（ＫＢＩＣ）新館 会議室 
■定 員  ６０名 
■参加費  無料 
■主 催  川崎市・公益財団法人川崎市産業振興財団 
●コーディネータ 

横浜国立大学 

  研究推進機構 産学官連携推進部門 共同研究推進センター 

  教  授   村富 洋一氏 

早稲田大学理工部機械工学科 卒業 
    三菱電機（株）先端技術総合研究所 情報技術総合研究所主席研究員

 鎌倉製作所主席技師長を経て２００８年から現職 
    工学博士（東京工業大） 技術士（綜合技術監理部門 機械部門） 
 
■申込み・問い合わせ 
 
 
 
 
 
 
 

かわさきのものづくり “今と未来を語ろう” 

かわさき新産業創造センター（ＫＢＩＣ）管理室 
幸区新川崎７番７号 新川崎創造のもり地区 
☎０４４－５８７－１５９１（小泉 担当） 
E-mail kbic@kawasaki-net.ne.jp 
※電話又はメールにてお申し込みください 
※氏名、住所又は勤務先、連絡先電話番号、交流会参加予定をお知らせください 
※交流会参加費（１０００円）は当日受付にて頂戴いたします。 
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■ＪＲ南武

鹿島田駅か

■ＪＲ横須

新川崎駅か

■川崎市営

杉山神社入

 
 

でのご来場を

学科） 

学専攻博士後

学大学院工学

プ、MEMS な

代表するリー

も手掛ける。

造、樹脂・金

サポート業務

活かして、新

までの金型の

主に、自動

る。 

武線 
から徒歩１５

須賀線 
から徒歩１０

営バス 
入口バス停前

をお勧めしま

後期課

学研究

など。 

ーディ

日本

金属切

務を手

新たに

の使用

動車業

５分 

０分 

前 

す。 


